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踏
ま
え
、
環
境
負
荷
軽
減
資
材
や
栽

培
技
術
の
検
討
お
よ
び
普
及
に
向
け

た
試
験
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
供
給
と
持
続

可
能
な
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
強
化
と
農
薬
の

適
正
使
用
を
推
進
し
ま
す
。

２
．
生
産
販
売
事
業

⑴
　
生
産
者
手
取
り
の
最
大
化
を
実
現

す
る
た
め
、
需
要
動
向
の
変
化
を
捉

え
、
卸
売
会
社
と
の
連
携
を
強
化

し
、
実
需
者
営
業
を
拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、
輸
出
先
国
の
開
拓
や
既
存
取

引
の
拡
充
に
よ
る
輸
出
事
業
、
加

工
・
業
務
対
応
の
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
消
費
拡
大
対
策

と
し
て
食
育
・
花
育
活
動
を
通
し
て

需
要
を
創
出
し
、「
国
消
国
産
」
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

⑵
　
米
穀
お
よ
び
青
果
物
・
花
き
の
輸

送
に
つ
い
て
「
物
資
の
流
通
の
効
率

化
に
関
す
る
法
律
」
お
よ
び
関
係
法

令
を
遵
守
し
た
持
続
可
能
な
体
制
の

構
築
を
す
す
め
、
輸
送
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
の
抑
制
に
向
け
た
荷
待
ち
時
間

の
短
縮
、
配
送
の
集
約
化
、
パ
レ
ッ

ト
輸
送
の
拡
大
、
出
荷
規
格
・
資
材

の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑶
　
需
要
動
向
を
起
点
と
し
た
生
産
対

策
や
、
系
統
未
利
用
・
低
利
用
生
産

者
へ
の
生
産
販
売
提
案
を
通
し
て
、

Ｊ
Ａ
と
の
連
携
を
強
化
し
て
系
統
利

用
の
拡
大
を
は
か
り
ま
す
。
特
に
、

花
き
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
に
向

け
た
指
導
・
事
業
体
制
の
構
築
を
す

す
め
ま
す
。

⑷
　
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
米
穀
お
よ
び

青
果
物
に
か
か
る
流
通
業
務
の
事
務

効
率
化
を
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
す
す
め

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
実
需
者
営
業
の

強
化
や
物
流
の
効
率
化
に
向
け
、

デ
ー
タ
の
利
活
用
を
可
能
と
す
る
体

制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑸
　
高
温
耐
性
品
種
を
含
む
長
野
米
に

つ
い
て
、
需
要
に
基
づ
く
生
産
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し

た
卸
売
業
者
や
実
需
者
へ
の
直
接
営

業
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
野

米
の
有
利
販
売
を
実
現
し
、
長
期
的

か
つ
安
定
し
た
生
産
者
所
得
の
増
大

を
は
か
り
ま
す
。

１
．
農
業
振
興
事
業

⑴
　
生
産
基
盤
維
持
に
向
け
て
、
生
産

振
興
・
生
産
販
売
・
生
産
購
買
部
門

が
連
携
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
や

地
域
実
態
、
担
い
手
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
生
産
振
興
を
は
か
り
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
の
支
援
を
強
化

し
、
生
産
性
向
上
に
向
け
た
栽
培
技

術
の
提
案
と
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵
　
機
械
化
や
省
力
栽
培
技
術
を
活
用

し
て
作
業
効
率
化
を
は
か
り
、
生
産

基
盤
の
維
持
拡
大
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
作
業
の
省
力
化
や
反
収
向
上

に
向
け
た
農
業
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
　
気
候
変
動
に
よ
る
高
温
や
激
甚
化

す
る
災
害
へ
の
生
産
安
定
化
対
策
と

し
て
、
排
水
対
策
技
術
や
施
設
化
を

提
案
す
る
と
と
も
に
、
優
良
品
種
や

資
材
を
活
用
し
た
栽
培
技
術
の
検
討

を
す
す
め
ま
す
。

⑷
　
生
産
基
盤
の
維
持
に
向
け
た
、
野

菜
・
花
き
優
良
苗
の
安
定
供
給
お
よ

び
り
ん
ご
フ
ェ
ザ
ー
苗
の
供
給
体
制

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑸
　
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を

事
業
方
針

総供給販売高計画� 【単位：百万円、％】

部　　　門 令和８年度計画 令和７年度計画 対比（R8/R7）
生 産 振 興 部 283 268 106
生 産 販 売 部 170,117 164,232 104
生 産 購 買 部 34,800 33,200 105
畜 産 酪 農 部 32,900 32,900 100
く ら し 支 援 部 41,900 39,400 106
総 　 合 　 計 280,000 270,000 104

税引後当期利益　１億２千万円（税引前２億円）

経営計画
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へ
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
す
す
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
同
年

６
月
に
は
食
料
シ
ス
テ
ム
法
が
制
定
さ

れ
、
合
理
的
な
費
用
を
考
慮
し
た
価
格

形
成
の
実
現
へ
の
指
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
８
年
４
月
か
ら
の
全
面
施
行

を
踏
ま
え
、
コ
ス
ト
指
標
の
把
握
や
合

理
的
な
費
用
を
考
慮
し
た
取
引
の
実
施

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
．
長
野
県
に
お
け
る
農
業
産
出
額
は
、 

近
年
の
果
実
等
の
単
価
高
を
背
景
に
令

和
５
年
度
２
，
８
９
０
億
円
と
、
前

年
度
よ
り
１
８
２
億
円
（
６
・
７
％
）

増
加
し
ま
し
た
が
、
長
野
県
Ｊ
Ａ
の

農
畜
産
物
取
扱
高
は
令
和
５
年
度

１
，
９
２
７
億
円
と
、
前
年
よ
り
97
億

円
（
５
・
３
％
）
の
増
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
数
は
、
令
和

２
年
の
３
１
７
，
６
５
０
人
か
ら
令
和

６
年
に
は
３
１
０
，
５
７
５
人
と
な

り
、
長
野
県
の
人
口
や
農
業
経
営
体

数
と
同
様
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
令
和
６
年
の
准
組
合
員
数
は

１
５
７
，
７
８
３
人
と
組
合
員
数
の
半

数
を
上
回
り
、
Ｊ
Ａ
の
組
織
基
盤
の
構

造
変
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た

変
化
と
組
合
員
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
急

ぎ
、
地
域
の
活
性
化
と
Ｊ
Ａ
経
済
事
業

の
進
展
を
は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４
．
こ
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
、
長
野
県

本
部
は
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
不
断
の

自
己
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

Ｊ
Ａ
・
県
域
お
よ
び
子
会
社
の
機
能
を

最
大
限
に
発
揮
し
つ
つ
連
携
を
深
め
、

部
門
別
事
業
競
争
力
の
強
化
と
Ｊ
Ａ
経

済
事
業
の
収
支
改
善
に
よ
り
経
営
基
盤

の
確
立
を
は
か
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
県
本
部
総
合
経
営
管
理
制
を

堅
持
し
、
県
域
結
集
の
拡
大
を
す
す
め

る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
Ｊ
Ａ
・
組

合
員
へ
還
元
し
て
い
き
ま
す
。

１
．
世
界
的
な
食
料
需
要
の
増
加
や
地
政

学
的
リ
ス
ク
の
高
ま
り
に
よ
り
食
料
安

全
保
障
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な

か
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
に
よ
る
原

料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
、

気
象
災
害
の
頻
発
と
激
甚
化
、
運
送
業

界
に
お
け
る
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

に
伴
う
運
送
費
の
高
騰
な
ど
、
農
業
を

と
り
ま
く
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
特
に
生
産
資
材
価
格
の
高

騰
は
生
産
コ
ス
ト
を
上
昇
さ
せ
、
農

家
・
生
産
者
の
経
営
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

２
．
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度
に
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
「
地
域
計
画
」
に
よ
る

と
、
長
野
県
の
農
地
の
34
・
７
％
で

10
年
後
の
耕
作
者
が
未
定
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
は
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
約

化
を
加
速
す
る
方
針
で
す
が
、
生
産
基

盤
の
維
持
に
向
け
た
生
産
者
へ
の
支
援

に
加
え
、
農
作
業
の
省
力
化
や
効
率
化

基
本
方
針

令
和
８
年
度
事
業
計
画

【事業運営の基本目標】
１．持続可能な農業生産基盤づくりによる農業生産量の維持・拡大
２．販売力強化とコスト低減による農家組合員の手取り最大化
３．ＪＡ経済事業の収支改善と活気ある地域社会づくり
【経営管理の基本】
県本部総合経営管理制の堅持による県域機能の発揮

　会員ＪＡとの一体的な事業運営により、生産販売から購買まで一貫する
総合経済事業を通じて、ＪＡ組合員の営農と生活の向上に貢献します。

ＪＡ全農長野基本理念
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踏
ま
え
、
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軽
減
資
材
や
栽

培
技
術
の
検
討
お
よ
び
普
及
に
向
け

た
試
験
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
供
給
と
持
続

可
能
な
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、

Ｇ
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Ｐ
の
取
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組
み
強
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と
農
薬
の

適
正
使
用
を
推
進
し
ま
す
。
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．
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販
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業

⑴
　
生
産
者
手
取
り
の
最
大
化
を
実
現

す
る
た
め
、
需
要
動
向
の
変
化
を
捉

え
、
卸
売
会
社
と
の
連
携
を
強
化

し
、
実
需
者
営
業
を
拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、
輸
出
先
国
の
開
拓
や
既
存
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引
の
拡
充
に
よ
る
輸
出
事
業
、
加

工
・
業
務
対
応
の
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
消
費
拡
大
対
策

と
し
て
食
育
・
花
育
活
動
を
通
し
て

需
要
を
創
出
し
、「
国
消
国
産
」
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

⑵
　
米
穀
お
よ
び
青
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物
・
花
き
の
輸

送
に
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い
て
「
物
資
の
流
通
の
効
率

化
に
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す
る
法
律
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よ
び
関
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法

令
を
遵
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し
た
持
続
可
能
な
体
制
の
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を
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す
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ル
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制
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ち
時
間
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、
配
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の
集
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、
パ
レ
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輸
送
の
拡
大
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出
荷
規
格
・
資
材

の
見
直
し
に
取
り
組
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ま
す
。

⑶
　
需
要
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向
を
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点
と
し
た
生
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対

策
や
、
系
統
未
利
用
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用
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へ
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を
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、

Ｊ
Ａ
と
の
連
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強
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て
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利

用
の
拡
大
を
は
か
り
ま
す
。
特
に
、
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の
維
持
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拡
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に
向

け
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指
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・
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体
制
の
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築
を
す
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ま
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。
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Ｘ
に
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て
は
、
米
穀
お
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青
果
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に
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る
流
通
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の
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を
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と
連
携
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て
す
す
め

ま
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あ
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、
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需
者
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業
の

強
化
や
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流
の
効
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に
向
け
、

デ
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タ
の
利
活
用
を
可
能
と
す
る
体

制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑸
　
高
温
耐
性
品
種
を
含
む
長
野
米
に

つ
い
て
、
需
要
に
基
づ
く
生
産
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し

た
卸
売
業
者
や
実
需
者
へ
の
直
接
営

業
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
野

米
の
有
利
販
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を
実
現
し
、
長
期
的

か
つ
安
定
し
た
生
産
者
所
得
の
増
大

を
は
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り
ま
す
。
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．
農
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興
事
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に
向
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、
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・
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・
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購
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が
連
携
し
、
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や
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実
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、
担
い
手
ニ
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に
応
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た
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振
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を
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ま
す
。
ま

た
、
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Ａ
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支
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を
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、
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性
向
上
に
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た
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と
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及
に
取
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組
み
ま
す
。

⑵
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化
や
省
力
栽
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技
術
を
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用
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て
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業
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り
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ま
す
。
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る
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種
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を
活
用
し
た
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す
め
ま
す
。

⑷
　
生
産
基
盤
の
維
持
に
向
け
た
、
野

菜
・
花
き
優
良
苗
の
安
定
供
給
お
よ

び
り
ん
ご
フ
ェ
ザ
ー
苗
の
供
給
体
制

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑸
　
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を

事
業
方
針

総供給販売高計画� 【単位：百万円、％】

部　　　門 令和８年度計画 令和７年度計画 対比（R8/R7）
生 産 振 興 部 283 268 106
生 産 販 売 部 170,117 164,232 104
生 産 購 買 部 34,800 33,200 105
畜 産 酪 農 部 32,900 32,900 100
く ら し 支 援 部 41,900 39,400 106
総 　 合 　 計 280,000 270,000 104

税引後当期利益　１億２千万円（税引前２億円）

経営計画
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県
本
部
と
し
て
の
機
能
を
最
大
限
発

揮
す
る
多
様
な
雇
用
形
態
に
よ
る
要

員
体
制
を
確
立
し
ま
す
。あ
わ
せ
て
、 

人
事
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、
働
き

方
の
多
様
化
に
対
応
し
た
働
き
や
す

い
職
場
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑸
　
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
行

政
機
関
等
と
連
携
し
、
地
域
に
貢
献

す
る
組
織
広
報
活
動
を
す
す
め
ま

す
。
ま
た
、
県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選

手
等
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開

を
通
じ
て
、
世
代
を
超
え
た
幅
広
い

層
に
向
け
て
信
州
産
農
畜
産
物
の
魅

力
を
発
信
し
、
認
知
度
向
上
・
共
感

の
醸
成
と
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

⑹
　
子
会
社
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム

の
運
用
お
よ
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

態
勢
の
強
化
に
よ
り
健
全
な
経
営
管

理
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
補
完

機
能
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑺
　
「
Ｊ
Ａ
全
農
長
野 

次
期
中
期
３
カ

年 

Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、

組
合
員
な
ら
び
に
Ｊ
Ａ
の
利
便
性
・

収
益
性
向
上
、
営
農
・
経
済
事
業
の

拡
大
、
業
務
効
率
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑻
　
第
73
回
Ｊ
Ａ
長
野
県
大
会
の
決
議

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な
小

売
事
業
方
式
を
検
討
・
決
定
し
て
い

き
ま
す
。

⑵
　
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
事
業
は
、
Ｊ
Ａ
事

業
と
の
連
携
を
強
化
し
た
Ｊ
Ａ
ら
し

い
Ｓ
Ｓ
づ
く
り
と
、
Ｓ
Ｓ
ア
プ
リ
・

エ
ネ
キ
ー
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、

顧
客
の
固
定
化
を
は
か
り
ま
す
。
ま

た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営

方
式
の
展
開
に
よ
り
地
域
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
を
す
す
め
ま
す
。

⑶
　
自
動
車
事
業
は
、
営
農
車
を
中
心

に
系
統
結
集
を
強
化
し
て
取
扱
台
数

の
確
保
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
先

進
技
術
・
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
電
動

車
等
の
取
扱
体
制
整
備
を
す
す
め

ま
す
。

⑷
　
Ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」 

は
、
信
州
産
農
畜
産
物
・
加
工
品
の

出
品
を
拡
充
し
、
取
扱
高
の
拡
大
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
組
織
購
買

事
業
は
、
変
化
す
る
組
合
員
・
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
草
刈
り
・
害
獣

防
除
を
は
じ
め
と
し
た
新
規
事
業
の

構
築
を
す
す
め
ま
す
。

⑸
　
セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
は
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
葬
儀
サ
ー
ビ

に
基
づ
き
、
持
続
可
能
な
長
野
県
農

業
を
実
現
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
域
を
超

え
た
事
業
・
機
能
連
携
、
お
よ
び
新

た
な
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
の
事

業
・
運
営
の
あ
り
方
の
研
究
・
検
討

に
参
画
し
ま
す
。

⑼
　
金
利
上
昇
に
よ
る
全
農
（
全
国
本

部
）
へ
の
財
務
損
益
利
払
い
の
増
加

が
県
本
部
の
経
営
リ
ス
ク
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
全
農
統
合
に
よ
る
デ

メ
リ
ッ
ト
の
解
消
に
向
け
、
事
業
運

営
協
議
会
の
場
で
全
国
本
部
と
協
議

し
ま
す
。

ス
・
商
品
提
供
を
強
化
し
、
葬
儀
件

数
と
シ
ェ
ア
確
保
に
つ
な
が
る
虹
の

ホ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。

６
．
経
営
管
理

⑴
　
県
域
結
集
お
よ
び
事
業
競
争
力
の

強
化
と
、
県
本
部
総
合
経
営
管
理
制

の
堅
持
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
組
合

員
に
メ
リ
ッ
ト
を
還
元
し
ま
す
。

⑵
　
事
業
環
境
の
変
化
を
考
慮
し
、
県

本
部
機
能
に
見
合
う
部
門
別
収
支
を

検
証
し
見
直
す
と
と
も
に
、
事
業
管

理
費
を
精
査
し
管
理
コ
ス
ト
の
削
減

に
努
め
、
経
営
の
安
定
化
を
は
か
り

ま
す
。

⑶
　
み
ん
な
の
点
検
（
一
斉
事
業
点

検
）
や
業
務
点
検
を
通
じ
て
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
を
強
化
し
、
法
令

違
反
、
労
務
管
理
、
労
働
災
害
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
個
人
情
報
な
ど
の
重

点
管
理
す
べ
き
リ
ス
ク
の
未
然
防
止

に
努
め
ま
す
。

⑷
　
業
務
体
制
の
効
率
化
を
は
か
る
と

と
も
に
、
職
員
の
能
力
開
発
・
人
材

育
成
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ

お
よ
び
子
会
社
と
の
連
携
を
深
め
、
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多
様
な
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

建
物
保
全
管
理
の
支
援
に
よ
る
住
環

境
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

４
．
畜
産
酪
農
事
業

⑴
　
空
舎
活
用
等
に
よ
る
畜
産
生
産
基

盤
の
維
持
・
確
保
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
生
産
者
の
規
模
拡
大
に
向
け

て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
各
社
と
の
情
報

共
有
、
連
携
に
よ
り
、
支
援
を
す
す

め
ま
す
。
ま
た
、
系
統
結
集
を
さ
ら

に
高
め
、
販
売
頭
数
を
確
保
し
ま
す
。

⑵
　
信
州
産
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
認
知

度
向
上
と
品
質
の
訴
求
に
よ
る
販
売

力
強
化
、
取
引
先
と
の
連
携
に
よ
る

信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の
輸
出
拡

大
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
た
信
州
産
生

乳
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
み
、
生
産

者
の
所
得
を
確
保
し
ま
す
。

⑶
　
長
野
県
中
央
家
畜
市
場
に
お
け
る

ラ
イ
ブ
配
信
を
活
用
し
た
セ
リ
状
況

の
発
信
に
よ
っ
て
購
買
客
の
誘
致
を

す
す
め
、
県
内
優
良
子
牛
の
有
利
販

売
を
は
か
り
、
生
産
者
の
所
得
確
保

と
年
間
上
場
頭
数
を
維
持
し
ま
す
。

⑷
　
県
本
部
生
産
農
場
は
、
機
能
の
十

分
な
発
揮
と
経
営
収
支
の
安
定
に
努

３
．
生
産
購
買
事
業

⑴
　
農
業
資
材
事
業
は
、
段
ボ
ー
ル
・

フ
ィ
ル
ム
等
の
安
定
供
給
と
品
質
維

持
を
前
提
に
適
正
包
装
を
す
す
め
、

コ
ス
ト
低
減
を
は
か
る
と
と
も
に
、

機
能
性
の
高
い
包
装
資
材
を
導
入
し

商
品
競
争
力
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た

「
運
送
業
界
に
お
け
る
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
」
へ
の
対
応
と
し
て
、

パ
レ
ッ
ト
輸
送
に
適
合
し
た
包
装
資

材
の
開
発
を
す
す
め
ま
す
。
農
業
資

材
で
は
、
マ
ル
チ
の
需
要
結
集
に
よ

る
価
格
抑
制
対
策
と
、
薄
膜
マ
ル
チ

の
普
及
拡
大
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
を

す
す
め
ま
す
。

⑵
　
店
舗
事
業
は
、
経
営
検
討
会
の
実

施
に
よ
る
改
善
提
案
、
相
談
機
能
発

揮
に
向
け
た
店
舗
別
研
修
の
拡
充
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
が
取

り
組
む
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
店
を
は
じ

め
と
し
た
生
産
資
材
店
舗
の
再
編
の

検
討
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
を
支
援

し
ま
す
。

⑶
　
肥
料
農
薬
事
業
は
、
Ｂ
Ｂ
肥
料
の

原
料
・
成
分
見
直
し
に
よ
る
低
コ
ス

ト
銘
柄
の
開
発
、
農
薬
の
需
要
結
集

を
通
じ
た
価
格
抑
制
対
策
を
実
施
し

め
ま
す
。
三
岳
牧
場
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
基
づ
く
新
た
な
事
業
体
制
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
在
り

方
を
検
討
し
ま
す
。

⑸
　
令
和
９
年
度
末
を
目
途
と
す
る
松

本
食
肉
施
設
の
閉
鎖
に
伴
う
対
応
を

県
・
市
町
村
と
す
す
め
る
と
と
も

に
、
販
社
と
の
連
携
を
強
化
し
、
県

産
食
肉
の
流
通
体
制
を
堅
持
し
ま
す
。

⑹
　
中
信
地
区
に
お
け
る
営
農
指
導
体

制
は
、
中
央
会
や
構
成
Ｊ
Ａ
と
協
議

し
、
適
切
な
方
向
性
を
定
め
、
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

５
．
く
ら
し
支
援
事
業

⑴
　
石
油
事
業
は
、
系
統
結
集
に
よ
る

数
量
を
背
景
と
し
た
仕
入
強
化
と
、

Ｓ
Ｓ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
お
よ
び

体
制
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
の
対
応
を
す
す
め
、

Ｓ
Ｓ
お
よ
び
配
達
顧
客
の
固
定
化
と

新
規
獲
得
に
よ
り
シ
ェ
ア
の
確
保
を

は
か
り
ま
す
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
は
、

年
次
別
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
践
と

供
給
戸
数
確
保
・
Ｊ
Ａ
で
ん
き
供
給

拡
大
に
向
け
た
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー

取
扱
体
制
の
構
築
に
よ
り
事
業
強
化

コ
ス
ト
低
減
を
す
す
め
ま
す
。ま
た
、 

担
い
手
需
要
に
応
え
る
「
わ
た
し
の

肥
料
」、「
軽
量
肥
料
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
シ

リ
ー
ズ
」、「
農
薬
大
型
規
格
」
な
ど

の
省
力
・
高
機
能
資
材
や
先
進
技
術

の
提
案
・
推
進
と
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
対
応
し
た
資
材

の
普
及
拡
大
を
す
す
め
ま
す
。

⑷
　
農
業
機
械
事
業
は
、
ス
マ
ー
ト
農

業
機
械
の
普
及
を
す
す
め
る
と
と
も

に
、
県
域
推
奨
型
式
・
共
同
購
入
コ

ン
バ
イ
ン
の
重
点
購
買
、
中
古
農
機

の
確
保
・
流
通
拡
大
を
通
じ
、
コ
ス

ト
低
減
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
県

域
農
業
機
械
整
備
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

整
備
受
入
の
拡
大
と
Ｊ
Ａ
整
備
士
の

育
成
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
整
備

事
業
を
強
化
し
ま
す
。

⑸
　
施
設
住
宅
事
業
は
、
施
主
代
行
を

基
本
と
し
た
一
級
建
築
士
事
務
所
に

よ
る
専
門
性
を
発
揮
し
、
高
度
化
す

る
農
業
施
設
へ
の
技
術
提
案
機
能
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
の
事
業

拠
点
再
編
・
整
備
構
想
に
則
し
た
新

築
・
改
修
提
案
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
の
省
エ

ネ
・
再
エ
ネ
機
器
の
導
入
提
案
や
、
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県
本
部
と
し
て
の
機
能
を
最
大
限
発

揮
す
る
多
様
な
雇
用
形
態
に
よ
る
要

員
体
制
を
確
立
し
ま
す
。あ
わ
せ
て
、 

人
事
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、
働
き

方
の
多
様
化
に
対
応
し
た
働
き
や
す

い
職
場
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑸
　
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
行

政
機
関
等
と
連
携
し
、
地
域
に
貢
献

す
る
組
織
広
報
活
動
を
す
す
め
ま

す
。
ま
た
、
県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選

手
等
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開

を
通
じ
て
、
世
代
を
超
え
た
幅
広
い

層
に
向
け
て
信
州
産
農
畜
産
物
の
魅

力
を
発
信
し
、
認
知
度
向
上
・
共
感

の
醸
成
と
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

⑹
　
子
会
社
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム

の
運
用
お
よ
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

態
勢
の
強
化
に
よ
り
健
全
な
経
営
管

理
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
補
完

機
能
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑺
　
「
Ｊ
Ａ
全
農
長
野 

次
期
中
期
３
カ

年 

Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、

組
合
員
な
ら
び
に
Ｊ
Ａ
の
利
便
性
・

収
益
性
向
上
、
営
農
・
経
済
事
業
の

拡
大
、
業
務
効
率
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑻
　
第
73
回
Ｊ
Ａ
長
野
県
大
会
の
決
議

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な
小

売
事
業
方
式
を
検
討
・
決
定
し
て
い

き
ま
す
。

⑵
　
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
事
業
は
、
Ｊ
Ａ
事

業
と
の
連
携
を
強
化
し
た
Ｊ
Ａ
ら
し

い
Ｓ
Ｓ
づ
く
り
と
、
Ｓ
Ｓ
ア
プ
リ
・

エ
ネ
キ
ー
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、

顧
客
の
固
定
化
を
は
か
り
ま
す
。
ま

た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営

方
式
の
展
開
に
よ
り
地
域
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
を
す
す
め
ま
す
。

⑶
　
自
動
車
事
業
は
、
営
農
車
を
中
心

に
系
統
結
集
を
強
化
し
て
取
扱
台
数

の
確
保
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
先

進
技
術
・
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
電
動

車
等
の
取
扱
体
制
整
備
を
す
す
め

ま
す
。

⑷
　
Ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」 

は
、
信
州
産
農
畜
産
物
・
加
工
品
の

出
品
を
拡
充
し
、
取
扱
高
の
拡
大
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
組
織
購
買

事
業
は
、
変
化
す
る
組
合
員
・
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
草
刈
り
・
害
獣

防
除
を
は
じ
め
と
し
た
新
規
事
業
の

構
築
を
す
す
め
ま
す
。

⑸
　
セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
は
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
葬
儀
サ
ー
ビ

に
基
づ
き
、
持
続
可
能
な
長
野
県
農

業
を
実
現
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
域
を
超

え
た
事
業
・
機
能
連
携
、
お
よ
び
新

た
な
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
の
事

業
・
運
営
の
あ
り
方
の
研
究
・
検
討

に
参
画
し
ま
す
。

⑼
　
金
利
上
昇
に
よ
る
全
農
（
全
国
本

部
）
へ
の
財
務
損
益
利
払
い
の
増
加

が
県
本
部
の
経
営
リ
ス
ク
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
全
農
統
合
に
よ
る
デ

メ
リ
ッ
ト
の
解
消
に
向
け
、
事
業
運

営
協
議
会
の
場
で
全
国
本
部
と
協
議

し
ま
す
。

ス
・
商
品
提
供
を
強
化
し
、
葬
儀
件

数
と
シ
ェ
ア
確
保
に
つ
な
が
る
虹
の

ホ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。

６
．
経
営
管
理

⑴
　
県
域
結
集
お
よ
び
事
業
競
争
力
の

強
化
と
、
県
本
部
総
合
経
営
管
理
制

の
堅
持
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
組
合

員
に
メ
リ
ッ
ト
を
還
元
し
ま
す
。

⑵
　
事
業
環
境
の
変
化
を
考
慮
し
、
県

本
部
機
能
に
見
合
う
部
門
別
収
支
を

検
証
し
見
直
す
と
と
も
に
、
事
業
管

理
費
を
精
査
し
管
理
コ
ス
ト
の
削
減

に
努
め
、
経
営
の
安
定
化
を
は
か
り

ま
す
。

⑶
　
み
ん
な
の
点
検
（
一
斉
事
業
点

検
）
や
業
務
点
検
を
通
じ
て
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
を
強
化
し
、
法
令

違
反
、
労
務
管
理
、
労
働
災
害
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
個
人
情
報
な
ど
の
重

点
管
理
す
べ
き
リ
ス
ク
の
未
然
防
止

に
努
め
ま
す
。

⑷
　
業
務
体
制
の
効
率
化
を
は
か
る
と

と
も
に
、
職
員
の
能
力
開
発
・
人
材

育
成
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ

お
よ
び
子
会
社
と
の
連
携
を
深
め
、
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果実花き課

信州の冬を彩る花々
第55回 信州フラワーショー ウィンターセレクション開催

　信州フラワーショー運営委員会は１月29日㈭・30日㈮の２日間、
伊那市のＪＡ南信会館にて「第55回 信州フラワーショー ウィン
ターセレクション」を開催しました。
　今年はアルストロメリア、アネモネ、ダリア、花木など、昨年を上
回る368点の出品があり、会場は色鮮やかな冬の花々で華やぎました。

■品評会では「ミストラル」が最高賞に輝く
　審査会では、野菜花き試験場や市場関係者など計13名の審査員
が、開花状態・色合い・花形のバランス・商品性を基準に各作品を丁
寧に評価しました。その結果、農林水産大臣賞には、ＪＡ上伊那・有
賀美和さんのアルストロメリア「ミストラル」が選ばれました（＝表
紙左）。その他、計37品が入賞し、改めて長野県産花きの高い品質が
示されました。
■大盛況の一般公開と即売会
　今年はラジオなどでの事前告知を強化したこともあり、一般公開前
から長い行列ができる盛況ぶりでした。花束やアレンジメント、出品
物の予約販売はどれも好評で、準備した品はすべて完売。「毎年楽し

みに来ています」という声
も多く、県産花きの認知度
と信頼が高まっていること
を実感しました（＝表紙
右下）。
■小学生の花育体験・高校
生の学びの場としても
　期間中、伊那東小学校３年�
生の３クラスが来場し、会
場見学とアレンジメント体
験を実施。講師を務めたの
は県内の若手生産者で、子
どもたちは好きな色のアル
ストロメリアを選びなが
ら、楽しそうに作品づくり
に取り組んでいました。ま
た、上伊那農業高校の花き
専攻の生徒20名も訪れ、
生産者から品目ごとの特徴
や栽培状況を熱心に聞き、
気になる花を撮影するなど
意欲的に学ぶ姿が見られま
した。
■次回開催のお知らせ
　次回はサマーセレクション�
を、９月３日㈭・４日㈮／
ＪＡ長野県ビルアクティー
ホールにて開催する予定で
す。皆さまのご来場を心よ
りお待ちしております。

第55回 信州フラワーショー ウィンターセレクション　入賞者名簿� （敬称略）
褒　賞　名 品　目　名 品　種　名 氏　　名 Ｊ Ａ 名

農林水産大臣賞 １点 アルストロメリア ミストラル 有賀　美和 上 伊 那
農林水産省農産局長賞 １点 アルストロメリア ピノット 吉澤　栄二 上 伊 那
農林水産省関東農政局長賞 １点 ダリア ミッチャン 木下　真太郎 みなみ信州
全国農業協同組合連合会
長賞 ２点 アルストロメリア ピンクティアラ 酒井　弘道 上 伊 那

アルストロメリア ルージュ 赤羽　隆芳 上 伊 那

長野県知事賞 ４点

アルストロメリア トンプス 中原　睦男 上 伊 那
アルストロメリア マッサ 有限会社　末広農園 上 伊 那
アネモネ モナリザ 伊藤　孝一 信 州 諏 訪

アルストロメリア ブライズメイド 小池　　潤 信 州 諏 訪

日本花き卸売市場協会長賞 ２点 アルストロメリア ゴールド 松澤　　広 上 伊 那
花木 日本レンギョウ 柴田　正行 佐 久 浅 間

フラワー産業議員連盟会長賞 １点 アルストロメリア ミルクティ 山田　秀一 松本ハイランド

長野県農業協同組合中央
会長賞 ６点

アルストロメリア ベルーガ 農事組合法人　らいふ 上 伊 那
ダリア オレンジストーン 唐沢　弘之 みなみ信州

アルストロメリア ピンクティアラ 有限会社
信州グリーンサポート 上 伊 那

アルストロメリア ホットペッパー 株式会社
カルチバフローレス 上 伊 那

アルストロメリア セレブレーション 丸田　修央 上 伊 那
アルストロメリア マッサ 西尾　裕幸 上 伊 那

全国農業協同組合連合会
長野県本部長賞 ６点

アルストロメリア ピンクティアラ 篠原　　俊 信 州 諏 訪
スタンダードカーネーション ブリザ 阿部　和博 佐 久 浅 間
アルストロメリア ワンダースイート 松木　　裕 信 州 諏 訪
アルストロメリア パーティー 小澤　智行 上 伊 那
アルストロメリア ミストラル 小笠原　秀樹 上 伊 那
アルストロメリア アニー 栁澤　源悟 信 州 諏 訪

伊那市長賞 ２点 アルストロメリア ホットペッパー 久保田　卓二 上 伊 那
アルストロメリア ピンクティアラ 古畑　雅一 上 伊 那

フラワーショー運営委員
長賞 11点

アルストロメリア レモンサワー 矢野　源彦 上 伊 那

ラナンキュラス ポンポンマルヴァ 株式会社
カルチバフローレス 上 伊 那

アルストロメリア ジェイド 半田　航志 信 州 諏 訪
アネモネ ミストラルプラス 伊藤　佐九次 信 州 諏 訪

アルストロメリア パープレックス 星野　仁志 信 州 諏 訪
ダリア 黒蝶 大平　篤史 みなみ信州

アルストロメリア ピンクティアラ 清水　孝徳 上 伊 那
アルストロメリア ゴールド 伊藤　　哲 上 伊 那
アルストロメリア パメラ 三浦　雄一 信 州 諏 訪
アルストロメリア ゼンブラ 金子　由飛 信 州 諏 訪
アルストロメリア ピンクティアラ 小林　克実 信 州 諏 訪

開花状態や色合いなどを審査

アレンジメント作りに挑戦する児童
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重点事業方針

３
．
重
点
購
買
に
よ
る
県
域
推
奨
型
式
の

機
種
拡
大

　
平
成
28
年
度
よ
り
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
「
県
域
推
奨
型
式
」
に
つ
い
て
は
、

県
下
Ｊ
Ａ
の
中
堅
職
員
に
よ
る
選
定
会
を

開
催
し
、
県
内
の
需
要
動
向
や
流
通
実
態

に
即
し
た
型
式
を
選
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
計
12
型
式
を
選
定
し
、
県
本
部

に
よ
る
一
括
仕
入
れ
に
よ
り
購
買
メ
リ
ッ

ト
を
創
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

本
取
り
組
み
は
開
始
以
来
、
順
調
な
販
売

実
績
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新

た
に
フ
ロ
ン
ト
カ
ル
チ
式
の
管
理
機
（
ク

ボ
タ
・
Ｆ
Ｔ
Ｒ
70
）
が
推
奨
型
式
と
し
て

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

４
．
令
和
７
年
度
Ｊ
Ａ
長
野
県
農
業
機
械

推
進
優
秀
者
表
彰
式
の
開
催

　
農
業
機
械
推
進
優
秀
者
表
彰
は
、
事
業

計
画
の
達
成
に
向
け
た
提
案
活
動
の
強
化

と
、
Ｊ
Ａ
農
機
担
当
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
組
合
員
へ
の
積
極
的
な

推
進
活
動
が
評
価
さ
れ
た
上
位
30
名
の
農

機
担
当
者
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

（
＝
表
紙
右
上
）。

　
表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
代
表
よ
り
「
一

人
で
も
多
く
の
『
困
っ
た
』
を
解
決
し
、

地
域
農
業
を
支
え
て
い
き
た
い
」
と
の
決

１
．﹁
Ｊ
Ａ
農
機
＆
資
材
フ
ェ
ス

タ
﹂
代
替
推
進
策
の
実
施

　
令
和
７
年
度
は
、
例
年
開
催
し

て
い
る
「
Ｊ
Ａ
農
機
＆
資
材
フ
ェ

ス
タ
」
に
つ
い
て
、
会
場
で
あ
る

エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
が
改
修
工
事
の
た

め
利
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
開

催
を
見
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
代
わ
る
取
り
組
み
と

し
て
、
次
の
推
進
企
画
を
実
施
し

ま
し
た
。

⑴
　
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
ご
成
約
プ

レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
６
月
か
ら
８
月
の
期
間
中
、
Ｊ
Ａ

を
通
じ
て
１
台
あ
た
り
１
５
０
万

円
以
上
の
農
業
機
械
を
ご
成
約
い

た
だ
い
た
方
を
対
象
に
、
信
州
産

精
肉
（
牛
肉
・
豚
肉
）
や
家
電
製

品
な
ど
を
景
品
と
し
た
成
約
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
応
募
総

数
は
２
３
５
件
、
対
象
成
約
金
額
は

10
億
９
，
０
０
０
万
円
に
の
ぼ
り
、

上
半
期
の
統
一
企
画
と
し
て
大
き
な

成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑵
　
地
区
別
の
展
示
会
・
実
演
会
の
開
催

　
　
各
地
区
で
は
、
新
規
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
企
画
内
容
は
、

作
物
体
系
に
即
し
た
農
業
機
械
の
提

意
が
述
べ
ら
れ
、
組
合
員
の
機
械
利
用
を

支
え
る
Ｊ
Ａ
農
機
担
当
者
の
意
識
統
一
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

５
．
農
業
機
械
担
当
者
整
備
研
修
の
実
施

　
農
業
機
械
の
価
格
上
昇
に
伴
い
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
需
要
が
増
加
す
る
中
、
Ｊ
Ａ
農
機

担
当
者
の
技
術
力
向
上
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
全
農
長
野
整
備
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
て
い
る
「
個
別
研
修
会
」
で
は
、
部

品
出
し
か
ら
修
理
、
完
成
検
査
に
至
る
ま

で
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
、
実
践
的

な
技
術
習
得
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
整
備
技
術
研
修
会
」
で
は
、
機
種

ご
と
に
特
化
し
た
整
備
研
修
を
実
施
す
る

な
ど
、
ス
キ
ル
向
上
に
向
け
た
各
種
研
修

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
修

を
通
じ
て
、
専
門
性
の
高
い
農
業
機
械
技

術
者
の
育
成
と
、
現
場
対
応
力
の
強
化
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

案
に
つ
な
が
り
、
来
場
者
か
ら
高
い

評
価
を
得
ま
し
た
。

２
．
共
同
購
入
第
３
弾
︵
コ
ン
バ
イ
ン
︶

の
推
進
活
動

　
第
３
弾
と
な
る
共
同
購
入
コ
ン
バ
イ
ン

（
４
条
刈
・
50
馬
力
ク
ラ
ス
）
に
つ
い
て

は
、
同
ク
ラ
ス
の
現
行
機
種
と
比
較
し

て
、
生
産
者
の
購
入
価
格
を
お
お
む
ね

15
〜
18
％
程
度
引
き
下
げ
る
こ
と
が
実
現

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
生
産
者
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
、
計
画
を
上
回
る
受
注
実
績
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
共
同
購
入
の
取
り
組
み
が
、
需
要
の
喚

起
と
営
農
支
援
の
双
方
に
寄
与
す
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
産
購
買
部
　農
業
機
械
課
の
取
り
組
み

農業機械課

ほくしん農機フェア

中信地区スマート農機展示実演会

整備センターでの整備研修
（マンツーマン方式）
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果実花き課
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第55回 信州フラワーショー ウィンターセレクション　入賞者名簿� （敬称略）
褒　賞　名 品　目　名 品　種　名 氏　　名 Ｊ Ａ 名
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農林水産省農産局長賞 １点 アルストロメリア ピノット 吉澤　栄二 上 伊 那
農林水産省関東農政局長賞 １点 ダリア ミッチャン 木下　真太郎 みなみ信州
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開花状態や色合いなどを審査

アレンジメント作りに挑戦する児童

06



　ＪＡ全農長野販売流通企画課は１月
31日㈯、地元テレビ局主催のイベントで
食育活動を実施しました。当日は好天に
恵まれイベント全体の来場者は4,000人
を超え、子育てエリアに出展した全農長
野ブースは親子・ご家族連れを中心にお
立ち寄りいただきました。
　お子様には、お持ちのスマホでQR
コードを読み込んで農産物生産につなが
るゲームとクイズに挑戦していただき、長野米塩おにぎり150個や全農監修うんこドリル「食べ物のつな
がり」と食器用スポンジ200セットをプレゼントしました。「おもしろかった」「家でもやってみたい」な
どの声をいただき、300名以上のお子様にアプローチすることができました。
　同時に実施した保護者の皆様へのアンケートでは、長野県産農産物への意識や購買意欲を高める質問

をしたところ、体験後の長野県産農産物への印象（複数回答）では、
「安全・安心そう」80.8％、「おいしそう」（37.2%）、「子どもに身近」
（29.5％）という回答が多く、今後の購買意向では「（長野県産・国産
を）選びたいと思う」が94.9％と子育て世代の食への関心の高さがう
かがわれました。
　生産販売部では、食育を通じて長野県産農産物の魅力を継続的に発信
し、購入機会および認知度向上につなげてまいります。

　ＪＡ全農長野と関係団体は１月29日㈭・30日㈮の２日間、大町市平の大町温泉郷で「第３回ちくさん
らくのう女性の集い」を開催しました。日頃、飼養管理などでゆっくりと出掛けられない皆さんが一年に
一度、畜種を超えて集まり、これからの長野県畜産酪農事業にかかわる情報交換を行い、連帯感を高める
と同時にリフレッシュしていただくことを目的としたもので、県内の畜産酪農の女性従事者約30名にご
参加いただきました。
　研修会では２名の講師による講演を行いました。全農長野畜産酪農課の西澤奈歩担当からは「第16回
全日本ホルスタイン共進会について」の報告があり、信州DMH研究所の桜井恒利主宰より「健康寿命の
更なる延伸について」の講習会が行われました。
　また、参加された皆さんで、思い出を一緒に作る時間として、フラワーアレンジメント体験も実施しま
した。それぞれが思い思いのアレンジで世界に一つだけの花束を仕上げ、周囲の方々と笑顔で交流しなが

ら取り組む姿が印象的でした。
　全体をとおして「来年の開催も楽しみにしている」「畜種
関係なくもっと参加者を増やしたい」など、次回へ向けた前
向きな声を多数いただきました。
　一年に一度のこの集いが参加者の皆さんにとって有意義な
時間となり、心身をリフレッシュできる場となるよう、今後
も企画を充実させてまいります。

スマホで楽しむ食育体験！長野米おにぎりも大好評

「第３回ちくさんらくのう女性の集い」を開催

保護者のスマホでゲームに挑戦

桜井主宰による「タオルメソッド」を実践する参加者

「うんこドリル」の冊子と食器用スポン
ジをプレゼント

畜産酪農課

販売流通企画課

「うんこドリル」
ゲームはこちら

「きのこ博士クイズ」
はこちら
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　ＪＡ全農長野くらし支援課は２月12日㈭、�
長野市内でＪＡタウンの出店者会議を開催
し、出店者や関係者42人が出席しました。
　本年度は、例年開催している出店者会議に
加え「全農長野 僕らはおいしい応援団」の
ショップアワード部門３連覇の達成を受け、
祝賀会を開催しました。ショップアワード部
門は、受注金額だけでなく、伸長率や新商品
掲載数、イベント商品提案数、ショップメル
マガの発行回数など、多岐にわたる指標を総
合的に評価され順位付けされます。
　祝賀会の挨拶で、全農長野の髙木昭彦副本
部長が「出店各位の日頃の努力の結果です。
今後とも多様な農畜産物をお届けできるよ
う、引き続きご協力をお願いしたい」と感謝
の意を述べました。
　全国本部フードマーケット事業部の太田純
部長からは「この受賞に関しては、一つ一つ
丁寧に改善に努めてきた結果の結集であり出
品者の皆さんと創意工夫をしてきたものが大
きな力となりました。ＪＡタウンは単なる
ECサイトではなく生産者や産地の想いを届
けています。今後も情報発信を行いプラット
ホームのロールモデルとなるよう売りやすく
伝えやすいショップを目指していただきた
い」とお祝いメッセージが送られました。
　また、出店者側の代表としてグリーン長野営業販売部の内村賢営業課長からは、ＪＡタウン事務局への
日頃の感謝とともに、「今後も切磋琢磨し出品していきたい」と述べられました。さらに同タウンオフィ
シャルサポーター秋元真夏さんによるお祝いメッセージ動画を視聴しました。
　ＪＡタウンには全国から113ショップが出店しており、「僕らはおいしい応援団」ショップには85店舗
（ＪＡ20店舗　生産者34店舗　企業31店舗）が加入しています。当ショップの強みは、多くの生産物や
加工品を有することです。
　前段の出店者会議では、くらし支援課の担当者から出店者に向け、売上向上のポイント説明があり「利
用者は実物を手に取ることができないため、写真で魅力を伝えることが重要」と話し、商品写真や説明文
の充実に加え、「写真を入れ替えただけで前年比２倍以上となった」と事例を紹介しました。また、「レ
ビュー数が多く、評価が高い商品は購入されやすい傾向があり、新規出品の商品は少量でも構わないので
出品し、レビュー数を増やすこと、普段以上に品質に気を配ることが大切」と強調しました。
　くらし支援課では出店促進を強化し、各種キャンペーンへの参画、ショップメルマガ配信の充実を図り
「商品を育てる」ことを重点に置き、店舗運営をサポートすることにより売上向上に取り組んでまいりま
す。引きつづき、皆様からの積極的な商品提供のご協力をお願いいたします。

くらし支援課

ＪＡタウン出店者会議＆ＪＡタウンアワード部門
３年連続受賞祝賀会を開催
「全農長野 僕らはおいしい応援団」ショップアワード部門３連覇を報告

髙木副本部長あいさつ

オフィシャルサポーター秋元真夏さんからのお祝いメッセージ動画
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（単位：百万円、％）

JA全農長野の事業現況

区分品目 当年度実績 計画比 前年比
生 産 振 興 課 0 － 2
野菜種苗センター 165 110 120
生 産 振 興 部 計 165 110 117
米 穀 19,074 108 109
果 実 花 き 49,808 95 94
野 菜 き の こ 67,779 95 95
営 業 13,583 92 97
生 産 販 売 部 計 150,244 96 97
農 業 資 材 9,947 96 101
肥 料 農 薬 6,557 109 103
農 業 機 械 5,786 113 111
施 設 住 宅 3,277 167 76
生 産 購 買 部 計 25,567 109 99
畜 産 酪 農 27,019 102 100
三 岳 牧 場 206 73 86
ＳＰＦ繁殖センター 227 85 101
八 ヶ 岳 牧 場 246 94 94
畜 産 酪 農 部 計 27,697 102 100
燃料・ホームエネルギー 21,554 106 95
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 6,338 113 96
く ら し 支 援 6,201 98 94
く ら し 支 援 部 計 34,093 106 95
長 野 県 本 部 計 237,766 99 97

（内部販売高含む）

令和８年度１月末総供給販売高実績表

編
集
後
記

3月のラジオ番組表
放送日時 放送局 番　組　名 放送内容（予定）
3/25（水）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」 新茶

グリーンレーダー
X（旧ツイッター）はこちら

グリーンレーダー
WEB版はこちら
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シ

ウ
ム
を
含
む
苦
土
石
灰
は
土
づ
く
り
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
が
、
多
す
ぎ
る
と
土
の
ｐ
Ｈ

が
上
が
り
、
リ
ン
酸
や
鉄
分
が
吸
収
さ
れ

に
く
く
な
る
と
知
り
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　
散
布
し
た
苦
土
石
灰
を
し
っ
か
り
混
ぜ

込
み
、
耕
土
層
に
行
き
渡
ら
せ
た
あ
と
、

畑
を
眺
め
な
が
ら
今
年
は
ど
こ
に
ど
ん
な

野
菜
を
植
え
よ
う
か
と
考
え
る
時
間
が
増

え
ま
し
た
。
畑
の
配
置
を
思
い
描
く
こ
の

瞬
間
は
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に
私
の
楽
し

み
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
Ｔ
）

【材料（４人分）】
牛乳……………200㏄
生クリーム……200㏄
キウイフルーツ
（ゴールド） ……１個
杏のシロップ漬け
　杏の実…………４個
杏のシロップ漬け
　シロップ … 大さじ５

粉寒天…………… ４g
水………………100㏄
砂糖…………大さじ１
味噌………小さじ1/2

■道具：パウンドケー
キ型・テリーヌ型（ス
テンレス製）または牛
乳パックでも代用可

【作り方】
❶耐熱容器に牛乳と生クリームを入れ、600Ｗの
電子レンジで３分加熱する。
❷❶で加熱している間に、キウイフルーツと杏を
１㎝角に切り、型に入れる。
❸鍋に水と粉寒天をいれ、沸騰するまで加熱し、
粉寒天をよく溶かす。
❹❸に砂糖を加えて溶けるまで混ぜ、シロップと
味噌を入れ混ぜる。
❺❹に温めた❶を入れてよく混ぜ、沸騰寸前まで
加熱する。
❻❺を型に静かに流し入れ、型を氷水につけて固
める。
❼❻を冷蔵庫で冷やしたら出来上がり。

今月のおすすめレシピ

信州ミルク寒天
第43回牛乳乳製品利用料理コンクール　優良賞レシピ

レシピ考案：仲二見　美鈴さん

・名産品の信州味噌をくわえることで、
まろやかな味わいにしました。

・旬のフルーツを入れるなどのアレンジをしても
楽しめます。

ポイント
アレンジ
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　長野県内の「はま寿司」全９店舗
では、マイパール長野の「長野米」
が使用されています。「はま寿司」
では、安全・安心で美味しい地元の
お米“長野米”を、もっとたくさんの
皆様に食べていただこうと、素敵な
賞品が当たるキャンペーンを店頭で
実施しています。
　応募方法は、はま寿司店内の各
テーブルにあるQRコードからキャ
ンペーン特設サイトへアクセスし、
必要事項を入力して、応募ボタンを
タップ！
　抽選で「はま寿司厳選醤油７本
セットとお食事ご優待券3,000円分」�
が50名様に、「長野県産コシヒカリ５㎏」が100名様に当たります。
　長野米のより一層の消費拡大のため、「はま寿司」の店頭に足を運んでい
ただき、キャンペーンへのご参加をお願いします。応募期間は３月31日ま
で。詳しくはキャンペーン特設サイトまで。

　ＪＡ全農長野米穀課は、令和７年産の新米が出回る10月から12月に「長野県産新米キャンペーン」を
行い、全国から過去最多となる20,230件の応募をいただきました。

　キャンペーンは、対象商品の米袋に貼ってあるキャンペー
ンシールのシリアルナンバーを２つセットで応募すると、抽
選で150名様に8,800円分のお米券をプレゼントするという
内容でした。
　抽選は２月９日㈪の食糧専門委員会で行い、当選者が決定
しました。当選者へのプレゼントの発送は令和８年３月頃を
予定しています。
　米穀課では、長野米の消費拡大をより一層進めてまいります。

米穀課

米穀課

「はま寿司で長野米キャンペーン」開催中
長野県内の「はま寿司」全店で、素敵な賞品が当たる！

長野米消費拡大キャンペーン

詳しくは
こちら

長野県産新米キャンペーンを実施
　～全国から20,230件の応募をいただきました～

食糧専門委員会による抽選
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（単位：百万円、％）

JA全農長野の事業現況

区分品目 当年度実績 計画比 前年比
生 産 振 興 課 0 － 2
野菜種苗センター 165 110 120
生 産 振 興 部 計 165 110 117
米 穀 19,074 108 109
果 実 花 き 49,808 95 94
野 菜 き の こ 67,779 95 95
営 業 13,583 92 97
生 産 販 売 部 計 150,244 96 97
農 業 資 材 9,947 96 101
肥 料 農 薬 6,557 109 103
農 業 機 械 5,786 113 111
施 設 住 宅 3,277 167 76
生 産 購 買 部 計 25,567 109 99
畜 産 酪 農 27,019 102 100
三 岳 牧 場 206 73 86
ＳＰＦ繁殖センター 227 85 101
八 ヶ 岳 牧 場 246 94 94
畜 産 酪 農 部 計 27,697 102 100
燃料・ホームエネルギー 21,554 106 95
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 6,338 113 96
く ら し 支 援 6,201 98 94
く ら し 支 援 部 計 34,093 106 95
長 野 県 本 部 計 237,766 99 97

（内部販売高含む）

令和８年度１月末総供給販売高実績表

編
集
後
記

3月のラジオ番組表
放送日時 放送局 番　組　名 放送内容（予定）
3/25（水）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」 新茶

グリーンレーダー
X（旧ツイッター）はこちら

グリーンレーダー
WEB版はこちら

　
暦
の
上
で
は
立
春
を
迎
え
、
春
の
訪
れ

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
東
北
地
方
で
は
い
ま
だ
降
雪
に
よ
る

被
害
が
続
い
て
い
る
と
聞
き
、
被
害
が
最

小
限
で
済
む
こ
と
、
そ
し
て
復
旧
作
業
に

あ
た
る
方
々
の
安
全
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
私
の
住
む
地
域
に
も
よ
う
や
く
春
ら
し

い
気
配
が
訪
れ
、
畑
の
雪
が
す
っ
か
り
消

え
ま
し
た
。
そ
こ
で
Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
に
向

か
い
、
玉
ね
ぎ
専
用
の
肥
料
を
購
入
し
て

追
肥
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
雪
が
少
な

か
っ
た
た
め
、
霜
で
土
が
持
ち
上
が
り
、

苗
が
浮
い
て
根
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
も

の
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
植
え
付
け
時

に
し
っ
か
り
踏
み
固
め
て
お
か
な
か
っ
た

こ
と
、
あ
る
い
は
土
中
の
水
分
が
多
す
ぎ

た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て

い
ま
す
。
結
局
、
一
割
ほ
ど
の
苗
が
枯
れ

て
し
ま
い
、
作
業
を
し
な
が
ら
反
省
す
る

ば
か
り
で
す
。

　
と
は
い
え
季
節
は
前
へ
進
み
、
春
植
え

の
準
備
に
取
り
か
か
る
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
土
を
丁
寧
に
耕
し
、
苦
土
石
灰
を
散

布
し
ま
し
た
。
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
カ
ル
シ

ウ
ム
を
含
む
苦
土
石
灰
は
土
づ
く
り
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
が
、
多
す
ぎ
る
と
土
の
ｐ
Ｈ

が
上
が
り
、
リ
ン
酸
や
鉄
分
が
吸
収
さ
れ

に
く
く
な
る
と
知
り
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　
散
布
し
た
苦
土
石
灰
を
し
っ
か
り
混
ぜ

込
み
、
耕
土
層
に
行
き
渡
ら
せ
た
あ
と
、

畑
を
眺
め
な
が
ら
今
年
は
ど
こ
に
ど
ん
な

野
菜
を
植
え
よ
う
か
と
考
え
る
時
間
が
増

え
ま
し
た
。
畑
の
配
置
を
思
い
描
く
こ
の

瞬
間
は
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に
私
の
楽
し

み
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
Ｔ
）

【材料（４人分）】
牛乳……………200㏄
生クリーム……200㏄
キウイフルーツ
（ゴールド） ……１個
杏のシロップ漬け
　杏の実…………４個
杏のシロップ漬け
　シロップ … 大さじ５

粉寒天…………… ４g
水………………100㏄
砂糖…………大さじ１
味噌………小さじ1/2

■道具：パウンドケー
キ型・テリーヌ型（ス
テンレス製）または牛
乳パックでも代用可

【作り方】
❶耐熱容器に牛乳と生クリームを入れ、600Ｗの
電子レンジで３分加熱する。
❷❶で加熱している間に、キウイフルーツと杏を
１㎝角に切り、型に入れる。
❸鍋に水と粉寒天をいれ、沸騰するまで加熱し、
粉寒天をよく溶かす。
❹❸に砂糖を加えて溶けるまで混ぜ、シロップと
味噌を入れ混ぜる。
❺❹に温めた❶を入れてよく混ぜ、沸騰寸前まで
加熱する。
❻❺を型に静かに流し入れ、型を氷水につけて固
める。
❼❻を冷蔵庫で冷やしたら出来上がり。

今月のおすすめレシピ

信州ミルク寒天
第43回牛乳乳製品利用料理コンクール　優良賞レシピ

レシピ考案：仲二見　美鈴さん

・名産品の信州味噌をくわえることで、
まろやかな味わいにしました。

・旬のフルーツを入れるなどのアレンジをしても
楽しめます。

ポイント
アレンジ
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JA 全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」 https://www.ja-town.com

・第５５回 信州フラワーショーウィンターセレクション開催 …………… 6
・JAタウン出店者会議＆JAタウンアワード部門 
  ３年連続受賞祝賀会を開催 …………………………………………… 7
・「第3回ちくさんらくのう女性の集い」を開催…………………………… 8
・スマホで楽しむ食育体験！長野米おにぎりも大好評 ………………… 8
・長野米消費拡大キャンペーン「はま寿司で長野米キャンペーン」開催中…… 9
・長野県産新米キャンペーンを実施……………………………………… 9
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生産購買部 農業機械課の取り組み

令和８年度事業計画


